
町
の
現
状
と
今
後
の
計
画

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
町
で
は
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
い
た
新
潟
中
越
地
震
義
援
金
２
５
３

万
余
円
と
町
の
備
蓄
食
糧
８
０
０
食
を

被
災
地
に
贈
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
新
潟

県
知
事
よ
り
お
礼
状
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
11
年
度
に
着
手
し
た
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月
か
ら

江
口
・
南
大
島
・
新
里
・
中
谷
・
梅
原

地
区
の
一
部
地
域
で
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
を
対

象
に
し
た
下
水
道
の
農
業
集
落
排
水
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
に
は
千

津
井
・
江
口
・
梅
原
地
域
を
対
象
に
設

計
を
行
う
予
定
で
す
。

次
に
、
国
道
１
２
２
号
の
昭
和
橋
架

替
工
事
は
埼
玉
県
が
進
め
て
お
り
、
平

成
18
年
３
月
ま
で
に
は
完
成
で
き
る
予

定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
10
年
間
を
目
標
と
し
た
第
５
次
明

和
町
総
合
計
画
は
、
12
月
定
例
町
議
会

で
承
認
さ
れ
、
水
と
緑
豊
か
な
活
力
あ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。
現
在
進
め
て
い
る

第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
川
俣
駅
周
辺

の
土
地
区
画
整
理
事
業
等
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
た
め
第
５
次
総
合
計
画
の
中

に
こ
の
事
業
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

次
に
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
見
直

す
三
位
一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
、
全
国
で
市
町
村
合
併
も
議
論
さ
れ

て
お
り
県
内
で
も
来
年
４
月
に
は
39
市

町
村
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
の
将
来
の
中
で
は
館
林
市
と
邑

楽
郡
が
一
緒
に
な
る
の
が
よ
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
る

町
で
は
、
財
産
と
借
金
の
バ
ラ
ン
ス
を

み
る
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
の
公
表
や

安
全
で
快
適
な
生
活
の
確
保
を
図
る

「
交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る

た
め
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
、
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
む
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認

証
取
得
、
保
育
園
給
食
の
外
部
搬
入
を

可
能
と
す
る
「
子
ど
も
た
ち
を
地
元
食

材
で
育
て
る
構
造
改
革
特
区
」
に
認
定

さ
れ
る
な
ど
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
が
上
が
る
よ
う
な
先
進
的
な
事
業

に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
お
り
、
先
の

群
馬
よ
み
う
り
で
「
住
み
や
す
い
町
の

部
」１
位
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成17年２月10日� （２）

町政の現状と今後の計画を把握しようと、町長を招いて寿学級・女性ふ
れあいセミナー合同学習会「町長と語る」が1月17日、中央公民館で開か
れました。今回のテーマは「住んでいる地域の行政を理解し、住みよい町
づくりへの意欲を持とう」で、講師の斎藤町長から講話が行われました。
また、質疑応答では、町長とヒザを交えての懇談が行われ、49人の参加者
はメモを取りながら熱心に聴き入っていました。ここでは、講話と質疑応
答の要旨をお知らせします。

寿学級・女性ふれあいセミナー合同学習会

講
　
話


